
新規がん免疫治療薬抗PD-1抗体
ニボルマブの研究開発

日時：平成２９年１１月２７日（月）１８：３０～２０：００

会場： １５号館２階会議室（順天堂大学からICTで配信）

主担当大学・教員：

東京理科大学薬学部薬学科 教授 花輪 剛久

対象：学生、大学院生、薬剤師、研究者、教職員、医療従事者

問合せ先：東京理科大学（野田）薬学部事務課

04-7121-3691（直通）

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン継続事業

平成29年度連携大学ＩＣＴ特別講義

ニボルマブ（オブジーボ）は、2014年9月に小野薬品工業から発売された

世界初のヒト型抗ヒトPD-1モノクローナル抗体医薬品であり、免疫系にお

いてブレーキの役割を果たしているチェックポイントを阻害することによ

り、免疫細胞の活性化を通じてがんを治療することのできる新しい抗がん

剤です。本剤の研究開発において最前線でご活躍されてきた柴山先生を講

師としてお招きいたしました。ご興味のある方は是非ともご参加ください。

講師：柴山 史朗 先生
小野薬品工業株式会社

研究本部・免疫研究センター長

（聴講自由）
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